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の
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に
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全
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動
に
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★表紙の写真

みんなで考えよう
交通安全

　表紙は、おんでこドーム付近で

行った交通安全運動に参加した皆

さんです。

　トキの衣装を身にまとった園児

の皆さんは、「交通安全でお願い

します」と元気にドライバーに声

掛けをしてくれました。

　交通事故防止に向けて、一人一

人が交通安全について考えましょ

う。

今月の主な内容
Ｐ４ 
　ふるさと納税の寄付状況

Ｐ5 
　アース・セレブレーション

便利です！
市報は、いつでもどこでも
あなたのそばに…
　市ホームページ、マイ広報紙

（ＱＲコード）、マチイロアプリか
ら広報紙「市報さ
ど」がご覧いただ
けます。

市報さど　令和元年6月号

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

子
育
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
し
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
が
地
域
で
楽
し
く
子
育
て

を
す
る
お
手
伝
い
と
し
て
、
18
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
の
方
に「
子

育
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
カ
ー
ド
」
を
お
配
り
し
て

い
ま
す
。

　

協
賛
店
の
マ
ー
ク
が
あ
る
お
店
で
カ
ー
ド

を
提
示
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

協
賛
店
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
カ
ー
ド

に
印
刷
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

協賛店は、ポスター・ステッカー・
のぼり旗が目印です!

64店舗が 
協賛中！

（6月1日現在）

※�協賛店は市ホーム
ページ（QRコード）
をご覧ください。

※�子育てエンジョイカードを提示すると、「病後児保育室」の利用料
金が半額になります。病後児保育室の利用手続きなど詳しくは、子
ども若者課園児支援係（☎ 63-3126）までお問い合わせください。
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★子育てエンジョイカードをご使用する際には…
　カードは１世帯（家族）に１枚お配りしています。
　事前にカードを提示してサービス内容をご確認の上、ご利用ください。事前の提示がない場合、サービ
スは受けられません。

カード裏面に
利用者氏名を
記入してくだ
さい

ご使用前に
カードの有効
期限をご確認
ください

子育てエンジョイカードの協賛店募集！
　市内に事業所がある法人や個人商店で、サービスの提供が可能である方であれば、どなたでも協賛
店になっていただけます。ぜひ、子育てを応援してください。随時、受け付けていますので、詳しく
はお問い合わせください。

お問い合わせ　子ども若者課　子育て支援係　☎６３―３１２６

トキの島ファミリー・サポート・センターをご利用ください
　トキの島ファミリー・サポート・センターは、子育てをお手伝いしてほしい方（依頼会員）と、子
育てをお手伝いしてくれる方（提供会員）が会員登録し、お互いに助け合う地域の子育てサポート組
織です。
　皆さまにサービスを広くご利用いただくため、４月から利用料金の助成を行い、ご利用しやすくなっ
ています。

区　分
１時間当たりの金額

基本料金 助成額 会員
負担料金

標準時間 月曜日から金曜日の午前７時から午
後７時 700 円

300 円
（400 円※）

400 円
（300 円※）

標準時間外
月曜日から金曜日の午前７時から午
後７時以外の時間
土曜日・日曜日・祝日の終日

800 円 500 円
（400 円※）

※カッコ内の金額は、ひとり親家庭等（児童扶養手当受給者またはひとり親家庭等医療費助成受給者）の場合です。
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応援の輪を広げよう！

ふるさと納税の寄付状況をお知らせします
　ふるさと納税は、寄付金というかたちで自分の生まれ故郷などを応援いただく仕組みです。確定申告な
どの手続きを行えば、収入や家族構成等により一定の上限がありますが、2,000 円を超える部分は、所得税・
個人住民税から全額控除または還付されます。

■ふるさと納税の実績

年度 件数 金額
平成30年度 7,033件 1億 5,010万円
平成 29年度 3,567 件 9,324 万円

平成 28年度 3,780 件 1億 2,838 万円

■平成30年度寄付金のコース別実績

寄付コース・活用内容 件数 金額
①佐渡金銀山の世界遺産登録応援コース
　将来にわたっての佐渡金銀山の構成資産の保全整備に活用します。 2,594 件 5,049 万円

②島の未来を拓く人づくり応援コース
　市が独自に取り組む奨学金制度など教育環境の充実に活用します。 1,112 件 2,745 万円

③トキと暮らす環境の島づくり応援コース
　トキの営巣林を守るための防除や餌場となるビオトープの維持管理に活
用します。

1,320 件 2,815 万円

④魅力的な温泉の島づくり応援コース
　市有温泉施設の燃料費支援や修繕、佐渡の温泉の魅力発信に活用します。 773 件 1,249 万円

⑤子どもが元気な佐
た か ら じ ま
渡が島応援コース

　子ども・子育て支援事業計画の策定、子ども若者相談センターの運営に
活用します。

1,188 件 2,422 万円

※上記のコースのほか、指定なし等でのご寄付もあります。

協力事業者募集中
　寄付者へのお礼の品（商品やサービス）を提供していただける事業者を募集しています。
　佐渡や佐渡産品の魅力を全国へ発信することで、商品の PRや販路拡大など、地域産業の活性化にふ
るさと納税をぜひご活用ください。

協力事業者のメリット
　ふるさと納税のポータルサイト（現在５サイト）への掲載やお礼の品を送付の際にパンフレットな
どを同封することができ、自社商品を全国へ PRすることができます。掲載などに費用はかかりません。

お礼の品の価格設定
　お礼の品の価格は、消費税・梱包料等込みで寄付金額の３割以下としています。

お問い合わせ　地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

平成 30 年度は件数、
金額ともに過去最高の応援を

いただきました！！

　島外にお住まいのご親族、
ご友人などにお声かけいた
だき、ふるさと納税で佐渡の
応援をお願いします。

市報さど　令和元年6月号



マーケット
　ハーバーマーケット、商人
の町おぎ　扇の市

無料イベント
フリンジ、鼓童研修所紹
介「鼓童の舞台を夢見て」

ACTIVITY
MARKET

EVENT

アクティビティ
　ワークショップ、レクチャー
＆デモンストレーション、体
験プログラム、たたこう館プ
レゼンツ

市報さど　令和元年6月号5

アース・セレブレーション2019に 
お越しください

　32年目を迎えるアース・セレブレーション（EC）は、ハーバーマーケットライブをはじめ、今年も盛
り沢山の内容で皆さまのお越しをお待ちしています�。

■ハーバーマーケットライブ
　ECのメインイベントとなる、３夜連続の野外ライブを行います。
夏の心地よい海風とともに、鼓童とゲストアーティストがコラボ
する野外空間をお楽しみください。
日程・内容� ８月 16 日㈮� 鼓童若手連中 2019
� ８月 17日㈯� 金徳洙サムルノリ×鼓童× YPY
� ８月 18日㈰� 鼓童オールスター�スペシャルライブ
� ※各日ともに、開演午後7時�・終演午後８時45分（予定）

会場� 小木みなと公園　特設ステージ
料金� �S エリア　大人 5,500 円、小中学生 2,000 円
� A エリア　大人 4,500 円、小中学生 1,000 円
� お得な 3日間通し券　15,000 円（Sエリアのみ）
� ※当日券は300円増。（3日間通し券を除く）

■ECシアター
　小さな空間だからこそ生まれる一体感。その場にいるみんなで
つくりあげる ECシアターを開催します。
日程・内容
　８月 16日㈮　�上籔よう子プロデュース「鼓舞�小島千絵子×弦語り�須田隆久『道成寺』」
　８月 17日㈯　鼓童バラードコレクション
　※各日ともに、開演午後３時・終演午後４時 20分（予定）
会場　宿根木公会堂
料金　�大人 4,000 円、小学生 2,000 円�

※当日券は300 円増。

お問い合わせ
　アース・セレブレーション実行委員会（（公財）鼓童文化財団内）��☎８１―４１００
　観光振興課　☎６７―７９４４

各チケット発売中
　�鼓童チケットサービス、ローソンチケット、あいぽーと佐渡、アミューズメント佐渡、佐渡観光案内
所（佐渡汽船�両津港）、南佐渡観光案内所（マリンプラザ小木）、佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）

■その他

イベントの詳細は、�
EC公式サイトを�
ご覧ください！
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きらりうむ佐渡　オープン ！　情報発信の拠点に　4/20

柏原竜二さんから学ぶ　ランニング教室　4/20

健脚を競う　佐渡トキマラソン　4/21

朱鷺と暮らす郷×けものフレンズ　田んぼアートでコラボレーション　5/11

　佐渡金銀山の価値を分かりやすく紹介する佐渡
金銀山ガイダンス施設「きらりうむ佐渡」がオー
プンし、開館記念イベントに多くの方が来場しま
した。
　展示室では、佐渡金銀山の魅力や価値を大型映
像や地形模型、プロジェクションマッピングで解
説しており、迫力ある映像にくぎ付けの皆さんで
した。

　第10回となる佐渡トキマラソンがおんでこドームをス
タート・フィニッシュに開催され、約2,350人のランナー
が健脚を競い合いました。
　ランナーの皆さんが楽しみにしている給スイーツ所
では、越後姫（いちご）やコシヒカリの焼きおにぎりな
ど佐渡産の食材でおもてなしが行われ、ランナーの皆
さんの疲れが吹き飛ぶ笑顔が見えました。

　箱根駅伝で新・山の神と称され、東洋大学の総合優
勝に貢献した柏原竜二さんをゲストコーチにお迎えし、
トキマラソン大会前日にランニング教室が開催されま
した。
　小学生から大人まで多くの方が参加し、柏原さんか
ら体の使い方などランニングのコツを丁寧に教えてい
ただきました。
　大会に向けて良いアドバイスになったようです。

市報さど　令和元年6月号



　この春に市内の事業所に就職された方を対象に、
就職のお祝いと今後の活躍を応援するイベントがサ
ンテラ佐渡スーパーアリーナで行われました。
　顔の表情やお辞儀の仕方などを確認したビジネス
マナー講座では、あらためて身を引き締める機会と
なったようです。
　また、参加者同士で協力したミニ運動会では、同期
の交流を深め合い、笑顔あふれるひと時となっていま
した。

自慢の一品が勢ぞろい　春の山野草展　5/11

朱鷺と暮らす郷×けものフレンズ　田んぼアートでコラボレーション　5/11

　佐渡植物園で春の山野草展が開催され、数多
くの山野草が展示されました。
　冬が終わり、色とりどりの花をつけた山野草の
数々に多くの方が魅了されていました。
　この展示は、年４回行われる佐渡植物園企画
展の一つで、次回は７月上旬に「ウチョウランと
初夏の山野草展」が予定されています。

　新穂青木のほ場で３回目となる田んぼアートの
田植えイベントが行われ、約100人が参加しました。
　今回は、テレビアニメの人気プロジェクト「けもの
フレンズ」とのコラボレーション企画で、アートの絵
柄が浮かび上がってくるのは、7月中旬ごろの予定
です。とても楽しみですね。

新社会人を応援 !　新社会人交流会　5/15

Ⓒけものフレンズ実行委員会

市報さど　令和元年6月号7
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催
　
　
し

Ｂ
＆
Ｇ
巡
回
写
真
展 

「
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
」

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
日
本
代
表
選

手
と
し
て
活
躍
し
た
選
手
の
競
技
写
真
パ

ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

６
月
13
日
㈭
～
21
日
㈮

小
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

�

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
小
木
地
区
教

育
事
務
所　

☎
86
―
３
１
９
１

第
74
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会

「
佐
渡
展
」作
品
鑑
賞
会

　

著
名
作
家
の
講
師
に
よ
る
作
品
解
説
を

交
え
た
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。
創
作
活

動
の
参
考
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

６
月
16
日
㈰

両
津
総
合
体
育
館

�

６
月
12
日
㈬
か
ら
16
日
㈰
、
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、
佐
渡

展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係　

☎
58
―
７
３
５
６

佐
渡
こ
と
ば
・
こ
こ
ろ
の
教
室 

50
周
年
記
念
学
習
会 

み
ん
な
が
つ
く
る
　
み
ん
な
の
学
校 

～
い
つ
も
い
っ
し
ょ
が
あ
た
り
ま
え
～ 

　

映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」
大
空
小
学
校

の
初
代
校
長
木

村
泰
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
て

学
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

６
月
29
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
50
分

金
井
小
学
校

�

入
場
は
無
料
で
す
が
、
6
月
20
日
㈭
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

佐
渡
こ
と
ば
・
こ
こ
ろ
の
教
室

　

（
金
井
小
学
校
内
）

　

☎
63
―
４
１
５
６

第
16
回
佐
渡
市
消
防
大
会

　

消
防
団
員
の
団
結
強
化
、
消
防
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
佐
渡
市
消
防
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

各
地
域
の
消
防
団
員
の
中
か
ら
代
表
８

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
小
型
ポ
ン
プ
を
使
用

し
て
、
い
か
に
安
全
確
実
で
、
迅
速
に
放

水
で
き
る
か
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

選
手
た
ち
の
き
び
き
び
と
し
た
動
作
や
、

大
迫
力
の
放
水
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

６
月
30
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

消
防
本
部

�

優
勝
チ
ー
ム
は
、
８
月
４
日
㈰
に
上
越

市
で
開
催
さ
れ
る
新
潟
県
消
防
大
会
ポ

ン
プ
操
法
競
技
会
に
出
場
し
ま
す
。

消
防
本
部
総
務
課　

消
防
係

　

☎
51
―
０
１
２
０

部門 時間 講師

版　画 午前10時�～ 小林�寿一郎さん

工　芸 午前11時～ 本間�秀昭さん

日本画 午後１時～

田中�足穂さん洋　画 午後１時50分～

彫　刻 午後２時40分～

書　道 午後３時30分～ 川上�青海さん

※鑑賞会の時間は、各回 40分です。

世界遺産祈念 
コンサート 
in 相川 

　佐渡市と友好都市の山梨県笛吹
市から、歌手しらいみちよさんを
お招きします。
　佐渡金銀山
が世界遺産に
なりますよう
に、みんなで
音楽で応援し
ませんか。
６月23日㈰
　午後２時～�
　３時30分
　（開場　午後１時 30分）
あいかわ開発総合センター
相川支所　地域支援係
　☎７４―３１１１

昨年の小型ポンプ操法実技の様子

～いにしえより伝わりしもの～

〈メッセージ〉
自然は次世代に引
き継ぐ大切な世界
共通の遺産です。
いにしえから伝わ
る佐渡の人々の想
いを感じながら一
音一音大切に唄い
ます。

市報さど　令和元年6月号



募
　
　
集

佐
渡
市
一
斉
清
掃 

　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

佐
渡
の
美
し
い
景
観
の
保
全
と
不
法
投

棄
の
防
止
を
目
的
に
「
佐
渡
市
一
斉
清

掃
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

島
民
一
丸
と
な
っ
て
道
路
や
海
岸
（
湖

岸
）
な
ど
の
清
掃
、
草
刈
り
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、

各
地
区
の
市
政
事
務
嘱
託
員
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�

６
月
29
日
㈯
ま
た
は
６
月
30
日
㈰
の
い

ず
れ
か
で
、
各
集
落
で
決
定
し
た
日
に

お
住
ま
い
の
集
落
内
を
清
掃
し
ま
す
。

（
７
月
６
日
㈯
と
７
月
７
日
㈰
を
予
備

日
と
し
て
い
ま
す
。
）

�

佐
渡
市
一
斉
清
掃
と
合
わ
せ
て
国
道
な

ど
の
歩
道
の
草
刈
り
、
清
掃
を
行
う

「
佐
渡
市
一
斉
清
掃
＋
（
プ
ラ
ス
）
」

を
６
月
29
日
㈯
に
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

環
境
対
策
課　

ク
リ
ー
ン
推
進
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
施
設 

指
定
管
理
者
募
集

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
施
設
の
管
理
運

営
を
市
に
代
わ
り
行
っ
て
い
た
だ
く
民
間

企
業
や
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

７
月
12
日
㈮
ま
で

※
郵
送
の
場
合
も
７
月
12
日
㈮
必
着
で
す
。

�

募
集
要
項
は
、
市
役
所
防
災
管
財
課

（
本
庁
舎
２
階
）
ま
た
は
、
各
支
所
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

施
設
に
つ
い
て

　

総
務
課
広
報
戦
略
室　

情
報
政
策
係

　

☎
63
―
５
１
３
９

　

手
続
き
に
つ
い
て

　

防
災
管
財
課　

管
財
係

　

☎
63
―
３
１
２
５

公営住宅の入居者を募集します
　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。�
　市ホームページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階）
募集
戸数

建築
年度

構造区分 間取 月額家賃（円）

両津

白山第1住宅（4階） 1 H16 耐火構造4階建て 2LDK 24,100～47,300

白山第2住宅 1 H19 木造2階共同建て 2LDK 25,900～50,900

大野第1住宅（1階） 1 H16 耐火構造3階建て 3LDK 25,600～50,300

住吉住宅 1 H3 木造2階共同建て 3DK 18,500～36,300

上横山住宅 2 H19 木造2階共同建て 2LDK
3LDK 40,000【定額】

佐和田 県営青柳寺住宅（1、4階） 3 S56 耐火構造4階建て 3DK 16,500～32,400

新穂 瓜生屋第1住宅 1 H10 木造平屋長屋建て 2DK 13,700～26,900

畑野 野高屋住宅団地 1 H19 木造平屋長屋建て 3K 18,100～35,500

真野 第2吉岡住宅 1 H6 木造平屋一戸建て 3DK 19,800～39,000

�6月28日㈮　午後５時　入居予定　7月下旬
・ �建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口

平
成
30
年
度「
佐
渡
を
美
し
く
す
る
会
」�

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介

優
秀
賞

生
き
も
の
た
ち　

み
ん
な
が
つ
な
が
り　

生
き
て
い
る

７月の嘱託員文書 
配布日を変更します

　毎月10日にお配りしている嘱託員文
書は、７月は都合により、７月12日㈮に
お配りします。
　市報さど７月号の発行日も７月12日
㈮に変更します。

総務課広報戦略室　広報広聴係
　☎６３―５１３９

市報さど　令和元年6月号9



10

募
　
　
集

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

　

第
１
回　

８
月
31
日
㈯
ま
で

　

第
２
回　

９
月
20
日
㈮
ま
で

大
学
説
明
会

�

６
月
23
日
㈰
、
７
月
７
日
㈰
、
８
月
10

日
㈯　

午
後
１
時
30
分
か
ら

�

新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
中
央
区

旭
町
通
１
番
町
７
５
４
番
地
）

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１

税
務
職
員（
国
家
公
務
員
） 

採
用
試
験

　

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税
務
職
員

（
国
家
公
務
員
）
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

・�

平
成
31
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方

　

・�

令
和
２
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の

方

申
込
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
お
申
し
込
み

は
、
６
月
17
日
㈪
の
午
前
９
時
か
ら
26
日

㈬
ま
で

　

郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合
は
、
６
月
17

日
㈪
か
ら
19
日
㈬
ま
で

試
験
日　
９
月
１
日
㈰

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
お
申
し
込
み

に
つ
い
て

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　

☎
０
３
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１

　
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
係

　

☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

お
知
ら
せ

家
族
介
護
教
室

　

介
護
の
方
法
を
学
ん
だ
り
、
ほ
か
の
介

護
者
の
方
と
情
報
交
換
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す

の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
・
７
月
４
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

　

認
知
症
の
基
本
的
な
知
識
と
症
状
別
の��

　

対
応

・
８
月
１
日
㈭　

�

午
前
10
時
～
正
午

　

�

介
護
保
険
制
度
の
概
要
と
利
用
方
法
や

手
続
き
、
足
の
ケ
ア
と
転
倒
の
関
係
、

足
の
ケ
ア
の
重
要
性
や
方
法

・
９
月
５
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

　

�

介
護
が
楽
に
な
る
お
世
話
の
仕
方
・
福

祉
用
具
の
は
な
し
、
福
祉
用
具
の
紹
介

（
実
際
に
体
験
も
で
き
ま
す
）

両
津
地
区
公
民
館
（
両
津
支
所
３
階
）

高
齢
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

身
体
障
が
い
者
運
動
会

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
仲
間
と
の
親
睦
を
図
り
、
身
体

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
市
民

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
佐
渡

市
身
体
障
が
い
者
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

佐
渡
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
議
会
会

員
以
外
の
方
も
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

６
月
23
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

南
佐
渡
中
学
校
体
育
館

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

�

大
会
運
営
に
ご
協
力
い
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

６
月
17
日
㈪

�

・

佐
渡
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
議

会
事
務
局
（
佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

佐
和
田
支
所
内
）

　

☎
57
―
８
１
４
１

　

57
―
８
１
５
１

　

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

　

63
―
５
１
２
１
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令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら 

消
防
法
に
違
反
す
る
建
物
の 

公
表
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

皆
さ
ま
が
建
物
を
安
心
・
安
全
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
重
大
な
消
防
法

令
違
反
の
あ
る
建
物
の
情
報
を
市
消
防
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
も
の
で
す
。

対
象
建
物

　

飲
食
店
、
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
、
物
品
販

売
店
等
の
不
特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す

る
建
物
や
、
病
院
・
福
祉
施
設
等
の
自
力

で
避
難
す
る
の
が
難
し
い
方
が
利
用
す
る

建
物
で
、
屋
内
消
火
栓
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
、
自
動
火
災
報
知
設
備
な
ど
法
令
上

必
要
な
設
備
が
未
設
置
の
場
合

公
表
内
容

①
違
反
対
象
物
の
名
称
や
所
在
地

②
違
反
の
内
容

�

公
表
制
度
に
該
当
す
る
違
反
対
象
物
は
、

増
改
築
の
工
事
ま
た
は
テ
ナ
ン
ト
が
入

れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
る
用
途
変
更
に
よ

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
工
事
や
用

途
変
更
す
る
際
は
、
最
寄
り
の
消
防
署

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

建
物
を
利
用
す
る
方
の
た
め
に
、
火
災

予
防
上
の
不
備
が
な
い
よ
う
に
消
防
用
設

備
の
設
置
と
維
持
管
理
を
す
る
と
と
も
に

防
火
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
法

令
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

中
央
消
防
署　
　

☎
51
―
０
１
２
３

　

両
津
消
防
署　
　

☎
27
―
３
５
５
５

　

相
川
消
防
署　
　

☎
74
―
０
１
１
９

　

南
佐
渡
消
防
署　

☎
88
―
３
１
１
９

浄
化
槽
補
助
金
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
分
と
ご
近
所
の

住
環
境
の
た
め
、
ま
た
佐
渡
の
き
れ
い
な

川
と
海
を
取
り
戻
す
た
め
に
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

対�

象
地
域　
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
漁
業
集
落
排
水
事
業
の
認
可

区
域
外
の
地
域

※�

認
可
区
域
内
で
あ
っ
て
も
７
年
間
供
用
開
始
が

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
地
域
は
、対
象
と
な

り
ま
す
。

①�

住
居
の
単
独
処
理
浄
化
槽
、
し
尿
く

み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に

切
り
替
え
設
置
す
る
方

　

②�

住
居
に
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方

　

③�

地
域
の
集
会
場
等
に
浄
化
槽
を
新
た

に
設
置
す
る
方

補
助
対
象
額

・
５
人
槽�

35
万
２
千
円

・
６
～
７
人
槽�

44
万
１
千
円

・
８
～
10
人
槽�

58
万
８
千
円

・
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費�

９
万
円

�
申
請
さ
れ
る
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
力
で
汚
水
を
浄

化
し
ま
す
の
で
、
そ
の
能
力
を
充
分
に
発

揮
す
る
に
は
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
浄
化
槽
法
で
は
、
４
カ
月
に

１
回
以
上
の
保
守
点
検
、
年
１
回
以
上
の

清
掃
・
く
み
取
り
、
年
１
回
の
法
定
水
質

検
査
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年

欠
か
さ
ず
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課　

下
水
道
維
持
管
理
係

　

☎
55
―
２
２
２
２

全
佐
渡
乾
し
い
た
け
品
評
会

お
よ
び
佐
渡
産
乾
し
い
た
け

生
産
流
通
研
修
会

　

佐
渡
産
乾
し
い
た
け
の
魅
力
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
消
費
拡
大
に
つ

な
げ
る
た
め
、
品
評
会
出
品
物
の
展
示
と

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
６
日
㈯　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　

（
受
付　

午
後
０
時
30
分
か
ら
）

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

�

全
佐
渡
乾
し
い
た
け
品
評
会
講
評
お
よ

び
表
彰
、
講
演
会

�

佐
渡
産
乾
し
い
た
け
を
販
売
し
ま
す
。

�

佐
渡
農
業
振
興
連
絡
会
き
の
こ
振
興
会

事
務
局
（
県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水

産
振
興
部
林
業
振
興
課
内
）

　

☎
74
―
３
３
２
９

佐渡共通商品券協同組合 
からのお知らせ

　まごころ商品券（薄紫色）およ
び相商商品券（有効期限を青地白
抜きで表示）の有効期限が近付い
ています。
　有効期限は６月30日㈰です。
　有効期限が過ぎますと加盟店で
の商品・サービスとの引き換えが
できません。
　また、払い戻しについても行い
ませんので期限内にご活用くださ
い。

まごころ商品券について
　佐渡共通商品券（協）本部
　畑野商工会
　☎６６―２４５８

　相商商品券について
　相川町商品券（協）事務局
　相川町商工会
　☎７４―３２３６

火の用心

市報さど　令和元年6月号11
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お
知
ら
せ

児
童
手
当（
特
例
給
付
） 

受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

　

児
童
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方
に
、

２
月
か
ら
５
月
分
（
新
規
に
認
定
さ
れ
た

方
は
認
定
通
知
書
に
記
さ
れ
て
い
る
支
給

開
始
月
か
ら
５
月
分
）
ま
で
を
、
６
月
10

日
㈪
に
支
給
し
ま
す
。

　

６
月
の
支
払
通
知
書
の
郵
送
は
省
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

支
給
額
（
児
童
一
人
あ
た
り
月
額
）

児
童
手
当

　

３
歳
未
満
（
一
律
）　
　

１
万
５
千
円

　

３
歳
～
小
学
校
卒
業
ま
で

　

・
第
１
子
、
第
２
子　
　

１
万
円

　

・
第
３
子
以
降　
　
　
　

１
万
５
千
円

　

中
学
生
（
一
律
）　
　
　

１
万
円

特
例
給
付
（
所
得
が
限
度
額
以
上
の
方
）

　

一
律　
　
　
　
　
　
　
　

５
千
円

子
ど
も
若
者
課　

子
育
て
支
援
係

　

☎
63
―
３
１
２
６

佐
渡
特
別
支
援
学
校
作
業

製
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す

市
役
所
本
庁
舎
１
階

　

（
正
面
玄
関
奥
の
階
段
横
）

佐
渡
特
別
支
援
学
校
作
業
製
品
販
売

�

７
月
４
日
㈭　

正
午
～
午
後
１
時

販�

売
予
定
品　
裂
き
織
り
製
品
（
コ
ー
ス

タ
ー
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
）
、
し
お

り
、
一
筆
箋
、
は
が
き
な
ど

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
立
野
授
産
品
販
売

�

７
月
19
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時

販�
売
予
定
品　
お
米
の
び
す
こ
っ
て
ぃ

（
イ
タ
リ
ア
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
）
、
こ
め

こ
ク
ッ
キ
ー
な
ど

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

～
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
～ 

「
経
済
セ
ン
サ
ス
」に 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
は
、
産
業

分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
営
業
状
況
を
全

国
お
よ
び
地
域
別
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、

事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
す
る
各
種
統
計

調
査
の
母
集
団
情
報
の
整
備
を
目
的
に
、

６
月
１
日
現
在
で
行
う
も
の
で
す
。

　

６
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
調
査
員
が
す
べ
て

の
事
業
所
の
営
業
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど
一
部
の
事

業
所
に
は
調
査
票
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
３
２
３
２
（
統
計
担
当
直
通
）

両
津
港
周
辺
の
道
路
で 

一
部
区
間
が
駐
車
禁
止
と 

な
り
ま
し
た

　

両
津
港
周
辺
の
お
ん
で
こ
ド
ー
ム
東
側

道
路
（
市
道
両
津
幹
線
８
号
線
）
は
、
６

月
か
ら
一
部
区
間
が
駐
車
禁
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

路
上
駐
車
は
、
円
滑
な
交
通
や
緊
急
車

両
等
の
活
動
を
妨
げ
る
ほ
か
、
交
通
事
故

の
危
険
性
を
増
大
さ
せ
ま
す
。

　

両
津
港
周
辺
の
駐
車
場
は
、
短
時
間
利

用
の
場
合
は
無
料
で
ご
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
駐
車
場
を
利
用
し
、
路
上
駐
車
は
絶

対
に
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

佐
渡
東
警
察
署
交
通
課

　

☎
27
―
０
１
１
０

両津港

駐車禁止規制区間

佐渡汽船

みなと公園 みなと
第2公園

駐車場

市
営

駐
車
場

公
園

駐
車
場

駐
車
場

おんでこ
ドーム

福祉サービスに関する 
苦情相談のお知らせ

　福祉サービス（訪問介護・通所介護・
短期入所生活介護など）を利用した
際に、始めに説明を受けた内容と違っ
ていたときや、職員の対応に不満や
苦痛を感じているときは、施設に苦
情を申し立てることができます。
　施設に直接話しにくいときや解決
しないときは、ご相談ください。
　適切に解決されるよう支援します。
�県福祉サービス運営適正化委員会
（新潟ユニゾンプラザ内）
　☎０２５―２８１―５６０９
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市
教
育
委
員
会
委
員
の 

再
任
の
お
知
ら
せ

　

次
の
教
育
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

再
任　

仲
川　

正
道
さ
ん
（
新
穂
舟
下
）

※
任
命
の
日
は
５
月
８
日
で
、任
期
は
４
年
で
す
。

教
育
委
員
会
の
構
成

教
育
長�

渡
邉　

尚
人
さ
ん
（
下
長
木
）

委　

員�

（
教
育
長
職
務
代
理
者
）

�

佐
藤　

辰
夫
さ
ん
（
加
茂
歌
代
）

委　

員�

仲
川　

正
道
さ
ん
（
新
穂
舟
下
）

委　

員�

中
村　

友
子
さ
ん
（
畑
野
）

委　

員�

信
田　

恵
子
さ
ん
（
徳
和
）

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
58
―
７
３
５
０

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

退
任　

金
子　

精
一
さ
ん
（
真
野
新
町
）

退
任　

山
本　

守　

さ
ん
（
二
宮
）

新
任　

中
川　

英
明
さ
ん
（
畑
野
）

新
任　

石
塚　

尚
志
さ
ん
（
柳
沢
）

再
任　

田
川　

和
信
さ
ん
（
小
木
町
）

※
選
任
の
日
は
５
月
８
日
で
、任
期
は
３
年
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

☎
63
―
３
１
１
２

ふ
る
さ
と
新
潟
で
育
っ
た 

木
材
で
家
を
建
て
て 

み
ま
せ
ん
か

　

県
産
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
建
設
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

�

県
産
材
を
５
㎥
以
上
使
用
し
た
住
宅
を

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
建
築
主

助
成
額　
３
～
５
万
円

※�

県
産
瓦
・
畳
、し
っ
く
い
塗
り
を
使
用
し
た
場
合
、

最
大
54
万
円
と
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
２
月
28
日
㈮

�
佐
渡
産
材
を
使
用
す
る
場
合
、
市
の

「
林
業
振
興
事
業
」
の
支
援
を
併
せ
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局

　

農
林
水
産
振
興
部
林
業
振
興
課

　

☎
74
―
３
４
５
０

キャリアアップ支援事業 
～正規雇用化を行う事業所を支援します！～

　パートや契約社員、派遣労働者の方といった非正規雇用労働者の正規雇用化を支援するため、正規
雇用等に転換した場合、最大５７万円を給付する国のキャリアアップ助成金に上乗せし、補助金を交
付します。

市内の雇用保険適用事業者

補助要件
・�平成 31年４月１日以降に、新潟労働局長から国のキャリアアップ助成金の正社員化コース「有期か
ら正規」または「無期から正規」のいずれかの支給決定を受けていること。
・平成 30年 4月 1日以降に転換された場合は、満 50歳以下の労働者であること。

（1）�有期契約労働者を正規雇用者に転換した場合�
１人当たり 30万円

� （2）�無期契約労働者を正規雇用者に転換した場合�
１人当たり 15万円

� （3）�（1）、（2）で転換した正規雇用者を翌年度・翌々年度と引き続き雇用し
た場合は、各年度に同額を交付します。

�国のキャリアアップ助成金の支給決定日から 14日以内に補助金の申請を行ってください。詳しくは、
市ホームページをご覧ください。

地域振興課　雇用促進係　☎６３―４１５２

6月は です「いじめ見逃しゼロ強調月間」
　新潟県で、いじめ防止などを目的とする
県民運動を始めてから、13�年目を迎えます。
　「わたしたちは、いじめを見逃しません !
許しません !」を合言葉に、学校、家庭、地
域が一緒になって子どもたちを見守り、い
じめを見逃さないようにしましょう。

教育委員会学校教育課�
　☎５８―７３５１

市報さど　令和元年6月号13
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お
知
ら
せ

教
科
書
展
示
会

�

小
学
校
や
中
学
校
、
高
等
学
校
で
使
用

す
る
教
科
書
の
見
本
を
自
由
に
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

６
月
14
日
㈮
～
７
月
３
日
㈬

　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

佐
渡
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　

☎
58
―
７
３
５
１

親
子
日
本
語
教
室

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
日
本
語
を
勉
強

し
た
い
外
国
籍
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
周
り
で

日
本
語
が
不
自
由
で
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
方
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
本
語
を
教
え
て
い
た
だ
く
運

営
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

佐
渡
中
央
会
館

日
本
語
を
勉
強
し
た
い
外
国
籍
の
方

15
人
程
度

観
光
振
興
課
交
流
イ
ベ
ン
ト
推
進
室

　

☎
67
―
７
９
４
４

　

両
津
病
院
は
、
平

成
29
年
11
月
20
日
か

ら
院
外
処
方
を
開
始

し
、
医
師
の
処
方
箋

に
基
づ
い
て
、
調
剤

薬
局
の
薬
剤
師
は
、
次
の
調
剤
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑴�　

ほ
か
の
医
療
機
関
や
薬
局
で
も

ら
っ
た
薬
や
市
販
薬
、
健
康
食
品
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
を
把
握
し
て
、

重
複
し
た
お
薬
が
な
い
か
、
お
薬
同

士
や
食
品
と
の
相
互
作
用
が
で
て
い

な
い
か
な
ど
、
お
薬
を
服
用
す
る
際

の
注
意
点
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

ま
す
。

⑵�　
薬
の
管
理
や
患
者
さ
ま
の
体
調
の

変
化
に
応
じ
て
、
医
療
機
関
に
連
絡

し
、
ま
た
余
っ
て
い
る
お
薬
が
多
数

あ
る
場
合
、
薬
局
に
ご
持
参
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
次
回
の
処
方
調
整
を
提

案
し
、
ご
自
宅
で
の
お
薬
の
確
認
・

整
理
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑶�　
患
者
さ
ま
の
服
薬
状
況
を
よ
く
理

解
し
た
薬
剤
師
が
、
お
薬
に
つ
い
て

の
ご
相
談
を
承
り
ま
す
。
お
薬
手
帳

や
薬
の
情
報
提
供
書
を
活
用
し
て
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。

⑷�　
患
者
さ
ま
の
希
望
に
応
じ
て
、
先

発
医
薬
品
か
ら
後
発
医
薬
品
へ
の
変

更
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
（
一
部

で
き
な
い
薬
も
あ
り
ま
す
。
）

　
処
方
箋
の
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら

４
日
で
す
の
で
、
患
者
さ
ま
は
、
調
剤

薬
局
に
処
方
箋
を
有
効
期
限
内
に
渡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
お
薬
を
服
用
す
る
時
、
不
安
や
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん

な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
調
剤

薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
次
回
は
両
津
病
院
の
内
山
先
生
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは
両
津
病
院
　
坂
薬
剤
部
長

自
分
の
飲
ん
で
い
る
薬
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

市報さど　令和元年6月号

佐渡で実現する 
新しい未来の形づくり講演会
　自分の個性を活かして、やりたいことを
実現したい、目的に向かって一歩踏み出し
たい、ビジョンを創造したい方など、講演
会に参加して未来の形づくりをしてみませ
んか。
　入場無料で、お申し込みも不要ですので、
ぜひご参加ください。

６月 27日㈭�
　午後７時～８時 30分

金井コミュ二ティセンター

�戸田　裕昭さん（総務省地域力創造アド
バイザー、デロイト　トー
マツ　ベンチャーサポート
㈱、上智大学非常勤講師）

�地域振興課　地域振興係�
☎６３―４１５２



　

畑
野
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
を
通
し
て
、
笑
顔
と
勢
い
の
あ
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１　
自
主
学
習
と
全
校
学
習
会

　

昨
年
度
途
中

か
ら
「
や
ら
さ

れ
る
学
習
」
か

ら
「
進
ん
で

や
る
学
習
」
へ

の
転
換
を
図
り
、

特
に
家
庭
学
習

で
は
課
題
を
与

え
る
こ
と
か
ら

自
主
学
習
に
重
点
を
移
し
、
復
習
に

焦
点
を
当
て
た
家
庭
学
習
が
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
テ
ス
ト
前
の
全
校
縦

割
り
学
習
会
で
は
、
生
徒
が
作
成
し

た
問
題
を
使
い
、
生
徒
が
自
ら
進
ん

で
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　
生
徒
会
に
よ
る
人
間
関
係
作
り

　

優
し
い
行
動

や
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
葉
っ

ぱ
の
形
を
し
た

紙
に
書
き
、
枝

に
貼
っ
て
い
く

取
り
組
み
「
感

謝
の
オ
マ
ー

樹
」
を
生
徒
会
本
部
が
開
始
し
、
み

る
み
る
う
ち
に
木
の
枝
に
葉
っ
ぱ
が

繁
っ
て
い
く
様
子
は
、
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

３　
生
徒
に
よ
る
球
技
大
会
の
運
営

　

球
技
大
会
は
、

身
体
を
動
か
す

こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
親
睦

を
図
り
た
い
と

生
徒
会
を
中
心

と
し
た
強
い
要

望
が
あ
り
、
年

２
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
作
り
か
ら
当
日
の
運
営
ま

で
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
こ
と
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
楽
し
い
生
徒
会
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
徒
の
主
体
的
な
活

動
が
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
に
つ
な

が
っ
て
い
く
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

畑
野
中
学
校

が
ん
ば
っ
て
ま
す教

育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
58
―
７
３
５
１

　

今
回
は
、
４
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
「
き
ら
り

う
む
佐
渡
」
周
辺
の
下
町
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

き
ら
り
う
む
佐
渡
を
出
発
し
、
ま
ず
目

に
付
く
の
が
重
要
文
化
財
の
松
榮
家
住
宅

で
す
。
松
榮
家
は
相
川
を
代
表
す
る
豪
商

で
、
そ
の
住
ま
い
で
あ
っ
た
こ
の
建
物
は

明
治
44
（
１
９
１
１
）
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
近
代
に
お
け
る
佐
渡
の
町
家
建

築
の
頂
点
を
示
す
も
の
で
す
。

　

少
し
町
中
を
歩
く
と
、
永
禄
３

（
１
５
６
０
）
年
の
創
建
と
伝
わ
る
金
刀

比
羅
神
社
が
あ
り
、
社
殿
内
に
て
鉱
山
の

石
臼
を
使
っ
た
敷
石
や
寄
進
さ
れ
た
船
絵

馬
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
く
に
は
、

寛
永
13
（
１
６
３
６
）
年
の
開
基
と
伝
わ

る
弾
誓
寺
な
ど
の
寺
院
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
に
は
、
明
治
生
ま
れ
の

民
謡
歌
手
、
村
田
文
三
の
生
家
跡
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
村
田
文
三
は
、
佐
渡

鉱
山
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
13

（
１
９
２
４
）
年
に
創
立
さ
れ
た
立
浪
会

に
入
会
す
る
と
、
佐
渡
お
け
さ
や
相
川
音

頭
な
ど
の
民
謡
を
唄
い
続
け
、
全
国
に
佐

渡
お
け
さ
を
広
め
ま
し
た
。
生
家
跡
の
建

物
に
は
立
ち
入
れ
ま
せ
ん
が
、
静
か
な
佇

ま
い
を
訪
れ
て
み
る
価
値
は
あ
り
ま
す
。

　

相
川
と
い
え
ば
、
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
て
の
構
成
資
産
や
上
町
が
思
い
浮
か
ぶ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
下
町
に
も
魅
力
の

あ
る
、
歴
史
的
な
ま
ち
並
み
が
今
も
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉱
山
町
あ
い
か
わ
・
下
町
散
策
③
　
相
川
の
み
ど
こ
ろ

世
界
遺
産
推
進
課　

☎
63
―
５
１
３
６ まち歩きツアー（相川下町コース）の様子

市報さど　令和元年6月号15
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中央図書館　☎63-2800

図書館だより
本はみんなの財産です！ 本は丁寧に扱いましょう

　図書館・図書室に返却される本の中には、破れたり、濡れてヨレヨレになったりした「かわいそう
な本」があります。図書館・図書室の本は、みんなの財産です。長い期間、気持ちよくご利用いただ
くために、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

次の点にご注意ください

○水濡れ� 紙がしわになったり、カビが発生するので濡らさないでください。
○切り取り� 気に入った記事やページを切り取ることは、絶対しないでください。
○折れ� 目印として軽く折り返しただけでも、折れた跡は元に戻りません。
○書き込み� ささいなものであっても、本への書き込みはやめてください。
○食べ物汚れ� コーヒーなどは染みになり、食べかすが挟まれば虫が寄ってきます。
○破れ� �セロハンテープは劣化が早く、本を傷めます。図書館の修理専用テープで直しますの

で、そのままお返しください。一言、「破れてしまった」と教えていただけると、と
ても助かります。

ジオパーク、 
推進日記　98

　２年前、佐渡ジオパークはどのような再審査を
受けたのか、ご紹介します。
　平成 25 年に日本ジオパークに認定された佐渡
は、４年後の平成 29 年に初めて再審査を受けま
した。４年間、日本ジオパークとして行ってきた
活動調査や、ジオパークに関わってくださった地
域住民の方々からの聞き取りなどを行うため、２
泊３日の行程で３人の審査員が佐渡を訪れました。
　佐渡ジオパークの活動として、日本認定時に高
評価を受けたガイドの育成や、教育普及活動など
は継続的に取り組んできたことを示しました。
　審査員は、普及活動の成果として、地域の地形や地質を活かしたジオツアーを実施した沢崎住民からの
聞き取りなどを行いました。
　また、日本認定時には拠点施設に位置づけられていなかった佐渡博物館も見学し、拠点施設が整備され
つつあるが、島内の博物館資料館とのさらなる連携の必要性を審査員は感じていました。
　ジオパークに関係する人のみだけではなく、多くの人をまきこみ、ジオパークづくりを行っていくこと
が求められています。まずジオパークについて「知る」ことが、ジオパーク再認定には必要です。

教育委員会社会教育課ジオパーク推進室　☎２７―２１６２

２ 年前の再審査の様子は？

市報さど　令和元年6月号



生活情報
　　さど

「
佐
渡
う
め
え
も
ん
会
」開
催

　

３
月
24
日
、東
京
都
目
黒
区
の
庄
や
目
黒
４
０
８

店
で
第
35
回
佐
渡
う
め
え
も
ん
会
を
開
催
し
、

１
２
８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。前
首
都
圏
佐
渡
連
合

会
坂
田
正
通
会
長
か
ら
佐
渡
世
界
遺
産
の
近
況
報
告
、

食
の
会
委
員
会
の
白
根
四
男
也
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

後
、平
成
最
後
の
う
め
え
も
ん
会
と
し
て「
あ
り
が
と

う
平
成
！
」を
掲
げ
乾
杯
し
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
に
始
ま
り
、恒
例
の
佐
渡
づ
く

し
自
慢
料
理
の
す
け
と
汁
、い
ご
ね
り
、塩
に
ぎ
り
、佐

渡
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
数
々
。デ
ザ
ー
ト
は
栃
餅
、干
し
柿
チ
ー
ズ
な
ど
す
べ
て
佐

渡
食
材
に
よ
る
郷
土
料
理
を
用
意
し
、特
別
企
画
で
佐
渡
民
謡
、鬼
太
鼓
、特
別
販
売
で
は

佐
渡
物
産
即
売
会
も
用
意
し
ま
し
た
。懇
親
会
閉
会
の
際
に
は
、ま
た
次
回
も
元
気
で
会
え

る
よ
う
に
と
出
席
者
全
員
に
よ
る
♪
ふ
る
さ
と
♪
合
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

佐
渡
う
め
え
も
ん
会
は
春
と
秋
、年
２
回
開
催
の
定
番
イ
ベ
ン
ト
で
す
。佐
渡
出
身
で
な
い

方
も
毎
回
多
数
参
加
さ
れ
ま
す
。佐
渡
観
光
に
は「
ま
ず
胃
袋
を
つ
か
む
こ
と
か
ら
」を
合
言

葉
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。次
回
開
催
日
は
10
月
27
日
㈰
の
予
定
で
す
。

（
文
責
：
佐
渡
う
め
え
も
ん
会　

事
務
局　

池　

登
志
邦
）

編集後記
　これから高温・多湿の時期
を迎えます。この時期に気をつ
けたいのは食中毒です。
　食中毒を防ぐ３つの原則は、
１�　細菌などを食品につけな
い。
２�　食品に付着した細菌をふ
やさない。
３�　食品や調理器具に付着し
た細菌などをやっつける。
だそうです。
　食中毒の防止のため、調理
や食事前の手洗い、食品の低
温保存や調理時に十分な加熱
を行うなど、皆さまもお気をつ
けください。（K.O）

お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時～午後４時　☎５７－８１４３

　
全
国
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
ア
ポ
電
」
や
依
然
と
し
て
後
を

絶
た
な
い
「
振
込
め
詐
欺
」
な
ど
の
特
殊
詐
欺
は
、
詐
欺
に
遭
わ
な

い
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　
家
庭
で
も
気
軽
に
で
き
る
対
策
に
留
守
番
電
話
機
能
や
迷
惑
電
話

防
止
機
能
の
活
用
が
あ
り
ま
す
。
防
犯
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
悪
質

商
法
や
し
つ
こ
い
勧
誘
電
話
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
相
談
事
例
に
も
有
効
な
対
策
で
す
。

【�

事
例
①
】

　

自
宅
に
突
然
、
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
会
社
を
名
乗
る
人
物
か
ら
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
。
介
護
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、「
一
人
暮
ら
し
か
」「
自
宅
に
現
金
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
」
な
ど
と
聞
か
れ
、
答
え
て
し
ま
っ
た
。

【
事
例
②
】

　

実
家
に
帰
省
し
た
際
、
父
親
か
ら
「
ど
こ
か
ら
か
電
話
が
あ
り
、

美
術
品
を
勧
め
ら
れ
、
承
諾
の
返
事
を
し
た
の
で
、
そ
の
う
ち
届
く

と
思
う
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
高
額
な
契
約
な
の
で
、
商
品
が
届

く
前
に
取
り
消
し
た
い
が
、
勧
誘
し
て
き
た
相
手
が
わ
か
ら
な
い
。

大迫力のマグロ解体ショー

アポ電や悪質商法対策には
電話機能を活用!

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・�

犯
罪
グ
ル
ー
プ
や
悪
質
な
事
業
者
は
、
自
分
た
ち
の
声
を
録
音

さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
電
話
機
か
ら
「
音

声
を
録
音
す
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
と
、
た
い
て

い
は
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
す
。

・�

普
段
家
に
い
る
時
も
、
留
守
番
電
話
機
能
等
を
設
定
し
て
お
け

ば
、
相
手
側
の
内
容
が
分
か
り
、
不
審
な
人
物
と
直
接
話
し
を

す
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
、
迷
惑
電
話
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・�

留
守
番
電
話
機
能
が
付
い
て
い
な
い
場
合
は
、
機
能
付
き
電
話

機
の
購
入
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
不
安
な
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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地 区 名  住 所 名  氏 　 　 　 名  保護者 たんじょう

両　津 両津湊 野　口　敏　樹 51 4.  4
　〃 両津湊 𠮷　永　マ　ス 93 4.  4
　〃 住吉 中　村　洋　子 60 4.  5
　〃 河崎 正　治　正一郎 86 4.  7
　〃 両津湊 金　子　トシヱ 85 4.  8
　〃 両津湊 宮　川　ア　ヤ 84 4.10
　〃 片野尾 藪　田　キクエ 85 4.10
　〃 秋津 池　野　郷　二 94 4.11
　〃 住吉 石　田　エツ子 85 4.18
　〃 両津湊 北　川　八重子 94 4.19
　〃 柿野浦 本　間　ユキ子 96 4.20
　〃 歌見 藤　井　平一郎 91 4.23
　〃 原黒 中　川　義　男 81 4.24
　〃 北五十里 本　間　マスミ 88 4.24
　〃 梅津 松　本　妙　子 92 4.26
相　川 北片辺 本　間　カズミ 78 3.31
　〃 北狄 本　間　ユキノ 81 4.  2
　〃 相川大浦 中　川　勝　枝 65 4.  4
　〃 稲鯨 岩　﨑　ハ　ル 86 4.  6
　〃 下相川 山　本　精　次 59 4.  6
　〃 橘 井　坂　　　豊 65 4.11
　〃 相川一町目裏町 新発田　和　男 87 4.13
　〃 戸中 伊　藤　德　惠 91 4.22
　〃 姫津 石　見　フ　ミ 92 4.22
　〃 達者 川　波　富士子 71 4.22
　〃 稲鯨 岩　﨑　治　績 85 4.27
佐和田 二宮 森　谷　千代美 97 3.26
　〃 八幡町 中　川　武　雄 86 3.31
　〃 八幡 石　塚　春　惠 94 4.  1
　〃 河原田諏訪町 大　滝　千　尋 89 4.  1
　〃 鍛冶町 斎　藤　ミ　ヱ 100 4.  3
　〃 真光寺 多　田　達　雄 82 4.11
　〃 八幡 本　間　幸　市 81 4.13
　〃 沢根五十里 佐々木　壽　司 69 4.15
　〃 二宮 輪　倉　初　江 92 4.17

佐和田 八幡町 関　川　ノ　ブ 86 4.22
金　井 大和 小　坂　春　雄 87 4.  1
　〃 千種 八尋渕　ヨシ子 94 4.  7
　〃 千種 　　山　ヒ　サ 95 4.  8
　〃 平清水 山　本　竹　子 83 4.20
　〃 中興 伊　藤　ミヨシ 91 4.22
　〃 大和 中　静　勝　昭 75 4.23
　〃 千種 山　川　イ　ヨ 86 4.23
新　穂 新穂舟下 藤　田　智　惠 83 4.  7
　〃 新穂潟上 佐々木　英　一 95 4.  9
　〃 新穂潟上 石　川　きぬ子 96 4.15
　〃 新穂大野 小　川　正　隆 70 4.17
畑　野 宮川 羽二生　恒　男 87 4.  4
　〃 松ケ崎 本　間　秀　雄 88 4.17
　〃 宮川 羽二生　タ　ケ 96 4.21
　〃 宮川 土　屋　ミ　サ 105 4.23
　〃 浜河内 清　水　昭　六 74 4.27
真　野 真野新町 島　倉　八　重 98 4.  4
　〃 大小 嶋　川　　　淳 60 4.  7
　〃 金丸 若　林　昭　二 92 4.  7
　〃 四日町 知　本　ユ　キ 98 4.  8
　〃 金丸 仲　村　洋　一 86 4.  8
　〃 四日町 金　子　忠　雄 81 4.20
小　木 小木町 桃　井　美智子 92 4.13
　〃 小比叡 中　川　信　之 71 4.23
　〃 小木町 清　水　勝　昭 81 4.26
　〃 小木堂釜 金　子　みゆき 93 4.28
羽　茂 羽茂本郷 中　川　ナ　ツ 98 4.  7
　〃 羽茂三瀬 佐　藤　多恵子 49 4.19
　〃 羽茂亀脇 笠　井　　　毅 88 4.22
　〃 羽茂本郷 畑　野　琢　磨 83 4.27
赤　泊 三川 近　藤　勝　美 91 4.13
　〃 真浦 和　見　キ　ヌ 91 4.18
　〃 徳和 石　塚　ミハル 89 4.19
　〃 下川茂 水　澤　ヤ　ヱ 85 4.20
　〃 柳沢 金　子　　　孝 72 4.26

佐和田 八幡町 関　川　ノ　ブ 86 4.22
金　井 大和 小　坂　春　雄 87 4.  1
　〃 千種 八尋渕　ヨシ子 94 4.  7
　〃 千種 　　山　ヒ　サ 95 4.  8
　〃 平清水 山　本　竹　子 83 4.20
　〃 中興 伊　藤　ミヨシ 91 4.22
　〃 大和 中　静　勝　昭 75 4.23
　〃 千種 山　川　イ　ヨ 86 4.23
新　穂 新穂舟下 藤　田　智　惠 83 4.  7
　〃 新穂潟上 佐々木　英　一 95 4.  9
　〃 新穂潟上 石　川　きぬ子 96 4.15
　〃 新穂大野 小　川　正　隆 70 4.17
畑　野 宮川 羽二生　恒　男 87 4.  4
　〃 松ケ崎 本　間　秀　雄 88 4.17
　〃 宮川 羽二生　タ　ケ 96 4.21
　〃 宮川 土　屋　ミ　サ 105 4.23
　〃 浜河内 清　水　昭　六 74 4.27
真　野 真野新町 島　倉　八　重 98 4.  4
　〃 大小 嶋　川　　　淳 60 4.  7
　〃 金丸 若　林　昭　二 92 4.  7
　〃 四日町 知　本　ユ　キ 98 4.  8
　〃 金丸 仲　村　洋　一 86 4.  8
　〃 四日町 金　子　忠　雄 81 4.20
小　木 小木町 桃　井　美智子 92 4.13
　〃 小比叡 中　川　信　之 71 4.23
　〃 小木町 清　水　勝　昭 81 4.26
　〃 小木堂釜 金　子　みゆき 93 4.28
羽　茂 羽茂本郷 中　川　ナ　ツ 98 4.  7
　〃 羽茂三瀬 佐　藤　多恵子 49 4.19
　〃 羽茂亀脇 笠　井　　　毅 88 4.22
　〃 羽茂本郷 畑　野　琢　磨 83 4.27
赤　泊 三川 近　藤　勝　美 91 4.13
　〃 真浦 和　見　キ　ヌ 91 4.18
　〃 徳和 石　塚　ミハル 89 4.19
　〃 下川茂 水　澤　ヤ　ヱ 85 4.20
　〃 柳沢 金　子　　　孝 72 4.26

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 住吉 加　藤　　　逞 匡人 3.27
　〃 春日 熊　谷　桃　花 岳人 4.11
　〃 両津夷 河　原　ぼたん 良隆 4.13
相　川 北狄 佐　藤　千　桜 雄大 4.  4
佐和田 中原 金　子　茉　菜 竜也 3.27
　〃 東大通 白　井　結　月 正央 4.  1
金　井 千種 山　城　慶　次 尚人 3.30
　〃 千種 川　村　寛　也 哲也 3.31

金　井 千種 石　川　遥　生 大補 4.  6
　〃 千種 杉　山　春　月 昇 4.17
　〃 泉 加　藤　衣　織 勝也 4.23
畑　野 畑野 橋　本　陽　天 康士 4.  3
　〃 浜河内 川　上　紗　奈 大地 4.  4
　〃 目黒町 若　林　蒼　依 守 4.  7
　〃 三宮 余　湖　陽　煌 大成 4.10
真　野 真野新町 戸　田　千　耀 涼太 3.29
　〃 吉岡 藤　井　咲　桜 秀人 3.30

（たくま）

（もか）

（ぼたん）

（ちお）

（まな）

（ゆづき）

（けいじ）

（ひろや）

（はるき）

（はづき）

（いおり）

（ひだか）

（すずな）

（あおい）

（はるき）

（ちあき）

（さくら）
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戸籍の窓 4.1～4.28届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

市民生活課　戸籍係　☎６３－５１１２

地区名 男 女 合計 世帯数
両 津 5,991(��23)� 6,505(��-3)� 12,496(��20) 5,521(��29)�
相 川 3,047(��21)� 3,234(��-5)� 6,281(� 16)� 2,946(��13)�
佐和田 4,180(��34)� 4,431(��18)� 8,611(��52)� 4,033(��46)�
金 井 3,075(��29)� 3,285(��19)� 6,360(��48)� 2,767(��46)�
新 穂 1,784(����9)� 1,894(����1) 3,678(��10)� 1,660(��10)�

地区名 男 女 合計 世帯数
畑 野 1,999(����7)� 2,225(��-6)� 4,224(����1)� 1,807(����3)�
真 野 2,261(����0)� 2,495(����5)� 4,756(����5)� 1,880(����2)�
小 木 1,358(����1) 1,407(� ��1)� 2,765(����2)� 1,134(����4)�
羽 茂 1,566(��-5)� 1,719(��-6)� 3,285(-11) 1,234(����1)�
赤 泊 1,172(��-6)� 1,157(��-8)� 2,329(-14)� 883(��-4)�

○人口と世帯数　４月30日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男�26,433人（�113人）女�28,352人（�16人）合計�54,785人（�129人）世帯数�23,865世帯（�150世帯）



トキガイド検定・トキ博士検定合格者表彰式開催!
　４月27日に、平成30年度トキガ
イド検定試験・トキ博士検定試験
の合格者表彰式を行いました。こ
の試験は、トキの野生復帰の取り
組みや生態のほか、佐渡の３資産
や植物、英語についてなど幅広い
分野から出題されました。
　６割以上の正解で合格となるト
キガイド検定には、約１カ月半に
わたり開講されたトキガイド養成
講座の受講生22人が受検し、全員
が合格しました。
　ガイドとして登録をしていただ
いた方には、今後トキガイドとし
てトキの野生復帰などについて広
く知っていただくための活動をし
ていただきます。
　また、８割以上の正解で合格となるトキ博士検定は、佐渡と東京の２会場で試験を行い、両会場あわせ
て27人が受検し、うち14人が難関を突破しました。
農業政策課　トキ保護係（トキ交流会館内）
　☎２４―６０４０

トキ野生復帰にむけて 172

表彰式に出席された皆さん

松ヶ崎・岩首地区担当　渡部　晴菜

子どもの元気は地域の元気！
地域の魅力を勉強中です

　４月から松ヶ崎・岩首地区「子どもの元
気は地域の元気プロジェクト」を担当する
地域おこし協力隊として着任しました、神
奈川県出身の渡部晴菜です。
　現在は学校行事や地域行事に参加させて
いただき地域のことを学びながら、子ども
プロジェクトの活動を行っています。地域
ならではの教育活動や地域行事もあり、と
ても魅力のある地域です。より多くの方々
に地域・学校の魅力を知っていただけるよ
う、そしてさらに活気のある松ヶ崎・岩首
地区をめざして活動していきたいと思いま
す。これからどうぞよろしくお願いします。

地域振興課　地域振興係
　☎６３―４１５２
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　佐渡国分寺遺跡群出土品（394 点）が新潟県有形文
化財（考古資料）に指定されたことを記念して、佐渡
国分寺跡をはじめ、島内の奈良・平安時代遺跡から出
土した遺物などを展示する企画展を開催しています。

□企画展
　日時� ７月 15 日（月・祝）まで開催中
　会場� 新穂歴史民俗資料館

□佐渡国分寺遺跡群出土品県指定記念講演会
　日時� ６月 15 日㈯��午後１時～３時 30分
　会場� トキのむら元気館
　内容� 「古代国家と佐渡、そして国分寺」
� 坂井　秀弥さん（奈良大学文学部）
� 「�佐渡国分寺跡と小泊窯跡群の出土須恵器につ

いて」
� 春日　真実さん�
� （公益財団法人�新潟県埋蔵文化財調査事業団）
　その他　入場・資料代無料でお申し込みも不要です。
お問い合わせ　�世界遺産推進課文化財室�

埋蔵文化財係　☎５５―３９９０

新潟県有形文化財（考古資料）指定記念

遺跡から見た古代の佐渡
─古代史発見！！ 佐渡国分寺遺跡群展─

大麻・けしを発見した場合は通報してください

　市役所では、地球温暖化対策・国民運動「COOL�CHOICE（クー
ルチョイス）の取り組みとして、室温を 28℃にし、クールビズ（ノー
ネクタイ、ノー上着、軽装の推進）を実施しています。
　市役所を訪れる皆さまも軽装でお越しください。
クールビズ実施期間　９月 30日㈪まで
お問い合わせ　環境対策課　環境エネルギー係　☎６３―３１１３

　県では、不正大麻・けし撲滅運動を実施してい
ます。
　写真の植物を発見した場合は、ご連絡をお願い
します。
お問い合わせ
　佐渡保健所地域保健課　☎７４―３４０３ 大麻 違法な「けし」

クールビズを実施しています

■発行・編集　佐渡市 総務課広報戦略室　広報広聴係	 ■発行日	令和元年6月10日
　〒952-1292	佐渡市千種232番地　ＴＥＬ0259（63）3111㈹・0259（63）3300

佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス�sado@mpx.wagmap.jp�に空メールするか、�QR�
コードで読み取ってください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必
ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務課広報戦略室�
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

「友だち追加」待っています！

佐渡市公式LINE＠アカウント開設
　観光やイベント、文化芸術などの市の情報をお届けします。

アカウント名　佐渡市役所
LINE�ID　@ksp2645h
お問い合わせ　�総務課広報戦略室�

広報広聴係　☎６３―５１３９

人物戯画瓦

鉄鉢形の須恵器

史跡佐渡国分寺跡


